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■夏休みの始まりに・・・■ 

 7 月 25 日(金) 夏休み 1 発目のイベント「親子で泥んこ遊び＆ドジョウつかみ」この企画を先

月のおたよりでお知らせしたとき、たくさんのお母さん方が「え？！ドジョウですか？」と声をそ

ろえて言っていました。「つかんだドジョウはどうするんですか？」とたくさん質問されたのでス

タッフが「みんなで食べるんですよ！」と答えるとお母さん方は「えーっ！！！」という素敵な反

応をしてくれました。そんな会話を何度もしていたので当日、参加者はいるのか少し不安でした。 

 この日。先月のおたよりでお知らせした学生と一緒に作った砂場を初めて、オープンしました！

一番最初に中庭に来た R くんと S くんに「二人がこの砂場を使うの初めての人だよ」と伝えると

「えーーーっ！」とちょっぴり恥ずかしいやら、嬉しいやらという表情。そんな表情を記念に 1

枚撮影。しばらくすると裸足で砂場に入り、気持ちよさそうに遊び始めました。 

H ちゃんはバケツいっぱいに水と砂を入れてまぜまぜ…。「今ね、コーヒー作ってるの！」とと

ても忙しそうにしていました。 

 

  

 

こちらは子どもたちに大人気のプール。この日、お兄ちゃんたちはドジョウつかみに必死だった

ので 0 歳、1 歳の小さい子たちが水を怖がることなく、ボールやじょうろなどでじっくり遊ぶ姿

がとても印象的でした。 



   

 

 たいむで初めてのドジョウつかみ。子どもたちもドジョウを初めて見る子がほとんどだったので

はないでしょうか？そんなドジョウを触る、つかむなんて子どもたちにはどのように感じたのでし

ょう。ドキドキ、わくわく…怖い…気持ち悪い…。 

しかし、いざ、プール（ドジョウ用）にドジョウを放すと、子どもたち、そしてお母さん方も興

味津々にプールの周りへ…手を入れて捕まえてみようとするお母さん方の姿とは違って固まる子

どもたち…。「噛まないから大丈夫だよ」と伝えると恐る恐る水の中に手を入れました。噛まない

ことが実際にわかると子どもたちからの攻撃開始です。プールの中に入り、必死にドジョウを捕ま

えようとし、ドジョウも捕まってたまるものかとプールの隅へ逃げる。気が付くと無言でドジョウ

を捕まえていました。 

少ししてから年長の女の子 2 人がドジョウを見に来ました。「これ、みんなのお昼ご飯だよ。」「捕

まえないとお昼ご飯ないかも…」なんていう嘘のような本当の話をすると「じゃー、捕まえなき

ゃ！」と 2 人でプールの中に入ったものの「きゃー！！」という悲鳴と共にプールから出てしま

いました。2 人はプールの外から頑張ってドジョウ捕まえていました。 

 誰よりもプールに入っていた T くん。T くんも捕まえたいのにドジョウの速さに苦戦していまし

た。「あぁ、もう！」とドジョウに怒っている場面もありましたが、ドジョウをつかめた時はとて

も嬉しそうにお母さんに見せていました。 

 

    

 

 捕まえたドジョウをさばく所を子どもたちにも見てもらおうと２階の調理室へ移動しました。こ

の日、ドジョウをさばいてくれたのは、本田さん（スタッフ本田の夫）。本誌４月号の自己紹介に

もあったように、夫婦で釣りが趣味で、どんな魚もさばけてしまうそうです。 

まず、捕まえたドジョウをボールに入れて酒につけ、酔わせて動きを鈍らせます。酒につけたら



ドジョウが飛び跳ねてボールから出てしまうほどです。しばらくすると、そのドジョウの元気がな

くなり、体が赤くなってきました。それに気づいた A ちゃんが「どうして、どじょう赤くなっち

ゃったの？」と本田さんに尋ねました。「お酒を飲んで、酔っ払っちゃったから赤くなって動かな

いんじゃない？」と答えると A ちゃんは「あぁ、そっかぁ！！」と納得した様子でした。 

 次にドジョウが動かなくなったことを確認してさばいてもらいました。その様子を子どもたちは

真剣に見ていました。私は子どもたちに「ドジョウのお腹、切ったら何か出てきた？」と聞いてみ

ました。すると「血！」「骨！」さっきまで声も出さず真剣に見ていた子どもたちからの声にしっ

かり見ていると驚きました。 

 

  

【左；本田さんの捌きを見つめる？いえいえドジョウを見ている子どもたち／酒に漬かったドジョウ】 

 

さばいたドジョウは柳川鍋（丼）にし、さっそく、食べてみることにしました。 

 

   
  

はじめ、「怖い・・・」「骨がある」と言っていた R くんに「自分で捕まえたんだから、１匹く

らい食べてあげなよ」とお母さんが言っていました。子どもたちは恐る恐る？食べていました。 

しかし、「うちの子、食べたことがないから食べないだろうなと思っていたら、人の分まで集めて

食べていて…」、「２回もおかわりしていて、びっくりしました」という声をたくさんお母さん方か

ら聞くことができました。I さんは「私がよそったところ、ドジョウがいっぱいでお皿にたくさん

ドジョウが入ったからたくさん食べちゃったから、ドジョウが夢に出てきそう〜」と言っていまし



た。 

でも、みなさんおいしかった〜と満足そうに帰って行ったので、私もその姿を見て、ドジョウつ

かみ楽しかったー！と思いました。なかなかできない経験。またやれたらいいですね！次は何をつ

かみますか？(のぞみ) 

 

□流しそうめん 

 ７月３１日（木）、今年度第１回の流しそうめんを行いました。昨年は、割った竹を３つ渡して

流しそうめんの台を作りましたが、今年は足りずに、急きょ４つ渡しました。 

大入満員で、取りにくかったかもし

れませんが、親も子も楽しんでいる

姿が見られ、廊下を通る学生も、職

員も足を止めてしばらく見ていまし

た。 

写真左下は、そうめんに満足し、流

れてくる先のたらいの水で遊び、流

れ落ちたそうめんを何度も何度もあ

らっている姿です。何度もやってい

るうちにいつの間にか土が入り、泥水のようになってもきゃっきゃと声を出しながら洗っていまし

た。お母さんも「今日一番楽しそう」と言ってにこやかに見ていました。 

 

 

 

さて、ご参加いただいたみなさん、流しそうめんで、暑気払い、できましたでしょうか。 

 たいむは、日ごろあまりスタッフ側の「イベント」は極力しない広場ですが、時には皆さんの集

まる機会になって、いろいろ知っていただく機会として、また、子どもたちに、そして親にも季節

のうるおいあふれる機会にしたく実施しています。イベントの企画運営に興味あり！の方がいらっ

しゃいましたら、ぜひ、今後コラボ企画も仕掛けたいと思っていますので、いろいろアイディアを

お寄せください。（いしい） 

おしらせ 

□８月２日（土）は、学園祭があります。たいむは通常＋αでＯＰＥＮしています。ぜひ遊びに来

てください！この日は利用料無料で開けています。 


